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 広報　　　　　－おおず－ 2007　2 月号

障害者に関するマーク
ご存知ですか ? 障害者に関するマーク

　障害者に関するマークには、次のようなものがあります。
　街角でこれらのマークを見かけたときは、それぞれ意味のあるマークですので、ご理解ご協力をお願いいたします。

マーク　名　称 表す意味など

身体障害者標識（障害者マーク）

　肢体不自由であることから免許に条件を付されている方が運転する車に表示するマークで
す。
　やむを得ない場合を除き、このマークをつけた車に幅寄せや割り込みを行うことは禁止され
ています。
※このマークの表示については、努力義務となっています。

障害者のための国際シンボルマーク

　障害者が容易に利用できる建物、施設であることを明確に表すためのマークです。建物の
規定など、マークの使用については国際リハビリテーション協会の「使用指針」により定め
られています。
※このマークは、「すべての障害者を対象」としたもので、とくに車椅子を利用する障害者
を限定し使用されるものではありません。

 盲人を表示する
 国際マーク

　視覚障害を示す世界共通のシンボルマークで、手紙や雑誌の冒頭、あるいは歩行用に自由
に使用できます。
　横断歩道で、このマークが付いた歩行者用信号ボタンを見かけることがありますが、この
信号機は視覚障害者が安全に渡れるよう、信号時間が長めに調整されています。

聴覚障害者シンボルマーク
（国内：耳マーク）

　聴覚障害の方であることを表す国内で使用されているマークです。聴覚障害の方は見た目
には分らないために、「声をかけたのに返事をしない」などと誤解されたり、不利益や危険
にさらされたりするなど、社会生活の上で不安が数知れずあります。 
　目の不自由な人の「白い杖」などと同様に、耳が不自由ですという自己表示が必要という
ことで考案され、預金通帳、年金証書等に貼って、呼び出しなど聞こえないことへの配慮を
求める場合などに使用されています。
※このマークは、聴覚障害の方が自発的に使用するものです。法的拘束力はありません。

ほじょ犬マーク

　身体障害者補助犬同伴の理解を促進するためのマークです。身体障害者補助犬とは、盲導
犬・介助犬・聴導犬のことを言います。「身体障害者補助犬法」が施行され、現在では公共
の施設や交通機関はもちろん、デパートやスーパー、ホテル、レストランなどの民間施設で
も身体障害者補助犬が同伴できるようになりました。補助犬はペットではありません。体の
不自由な方の、体の一部となって働いています。
　このほかにも様々なデザインのシールが、補助犬受け入れの表示マークとして使われてい
ます。

 オストメイト
 マーク

　オストメイト（人工肛門・人工膀胱を保有する方）を示すシンボルマークで、オストメイ
ト対応トイレであることを示すために、トイレの入口に表示するものです。 
　なお、「オストメイト対応トイレ」とは、排泄物の処理、腹部の人工肛門周辺皮膚や装具
の洗浄などができる配慮がされているトイレです。

ハートプラス　マーク

　「身体内部に障害のある人」を表しています。身体内部（心臓、呼吸機能、じん臓、膀胱・
直腸、小腸、免疫機能）に障害のある方は外見から分かりにくいため、様々な誤解を受ける
ことがあります。このマークを着用されている方を見かけた場合は、電車などで席をゆずる、
近辺での携帯電話使用を控えるなど、内部障害について理解し、ご協力をお願いします。
※このマークは、内部障害の方が自発的に使用するものです。法的拘束力はありません。

　

今
年
も
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

団
員
一
同
張
り
切
っ
て
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
24
日
（
土
）

開
演　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
（
開
場　

午
後
１
時
）

場
所　

大
洲
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

内
容　

合
唱

・
こ
ん
に
ち
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
「
ま
ほ
う
の
笛
」
ほ
か

・
友
情
の
輪

　

 「
き
み
の
か
わ
り
は
い
な
い
か
ら
」

ほ
か

・
響
け
歌
声

　
「
さ
ん
ご
礁
の
島
」
ほ
か

賛
助
出
演

・
大
洲
小
学
校
５
年
生

・
芋
♪
ジ
チ
弦
楽
合
奏
団

　
（
黒
田
眞
理
子
ほ
か
）

・ 

大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

入
場
料

高
校
生
ま
で
無
料
・
一
般
３
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
少
年
少
女
合
唱
団
事
務
局

☎
㉓
３
１
６
０
（
神こ

う

徳と
く

）

大
洲
少
年
少
女
合
唱
団
定
期
演
奏
会

大
洲
少
年
少
女
合
唱
団
定
期
演
奏
会

　

お
か
げ
さ
ま
で
大
洲
ふ
じ
か
げ

コ
ー
ラ
ス
は
、
結
成
30
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
楽

し
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
皆
様
、
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
３
日
（
土
）

開
演　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
（
開
場　

午
後
１
時
）

場
所　

大
洲
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

内
容
・
出
演
者

第
１
部　

 

独
奏
、
合
唱

山
本
奈
穂
、内
子
町
並
エ
コ
ー
、ボ
ー

イ
ズ
ふ
じ
か
げ
、
大
洲
ふ
じ
か
げ

コ
ー
ラ
ス

第
２
部　

 

独
唱
、
重
唱

森も
り

敏と
し

惠え（
ソ
プ
ラ
ノ
）、安あ

部べ

啓け
い

子こ（
ア

ル
ト
）、
森も

り

靖や
す

博ひ
ろ

（
テ
ノ
ー
ル
）、
関せ

き

口ぐ
ち

美み

彩さ

江え

（
ピ
ア
ノ
）

入
場
料　

無
料

　
　
　
（
市
民
会
館
駐
車
場
は
有
料
）

後
援　

大
洲
市
、
大
洲
市
教
育
委
員

会
、
大
洲
市
文
化
協
会
、
大
洲
市
音

楽
協
会

主
催　

大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス
事
務
局

（
☎
㉔
４
２
７
８
）

結
成
結
成
3030
周
年
記
念
ー
夢
を
か
た
ち
に
ー

周
年
記
念
ー
夢
を
か
た
ち
に
ー

　
　
　
　

第第
1212
回
「
回
「
春
の
コ
ン
サ
ー
ト

春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
ご
案
内

」
ご
案
内
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緊急通報

聴
覚
・
言
語
機
能
障
害
等
の
方
の
緊
急
通
報
に
つ
い
て

聴
覚
や
言
語
機
能
に
障
害
が
あ
る
方
や
声
が
出
せ
な
い
状
況
に
な
っ
た
方
な
ど
、
音
声
に
よ
る
通

聴
覚
や
言
語
機
能
に
障
害
が
あ
る
方
や
声
が
出
せ
な
い
状
況
に
な
っ
た
方
な
ど
、
音
声
に
よ
る
通

報
が
困
難
な
場
合
に
緊
急
通
報
を
行
う
方
法
と
し
て
、
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
使
っ
て
通
報
す

報
が
困
難
な
場
合
に
緊
急
通
報
を
行
う
方
法
と
し
て
、
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
使
っ
て
通
報
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

警
察
へ
の
緊
急
通
報
（
警
察
本
部
へ

警
察
へ
の
緊
急
通
報
（
警
察
本
部
へ

直
通
）

直
通
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ehim
e110@

pipopa.ne.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

０
１
２
０
・
４
８
８
・
９
９
９

消
防
へ
の
緊
急
通
報

消
防
へ
の
緊
急
通
報

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号　

１
１
９

返
信
が
あ
り
ま
す

返
信
が
あ
り
ま
す

　

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
警
察
や

消
防
に
緊
急
通
報
し
受
信
さ
れ
る

　

洪
水
調
節
な
ど
の
た
め
鹿
野
川
ダ

ム
か
ら
水
を
流
す
場
合
は
、
沿
川
の

皆
様
に
あ
ら
か
じ
め
サ
イ
レ
ン
や
放

送
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、
鹿
野
川
ダ
ム
か
ら
長
浜
大
橋
付

近
ま
で
の
肱
川
周
辺
で
サ
イ
レ
ン
・

ス
ピ
ー
カ
ー
の
伝
搬
（
音
の
伝
わ
り

方
）
の
試
験
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

沿
川
の
皆
様
に
放
送
や
サ
イ
レ

ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
が
聞
こ
え
ま

す
が
、
ダ
ム
か
ら
は
水
を
流
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
警
察
署
や
消
防
署
の
サ

イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
と
は
違
い
ま

す
の
で
、
間
違
わ
な
い
よ
う
に
ご
注

意
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
試
験
は
次
の
要
領
で
行
い

ま
す
。
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を

鳴
ら
す
時
は
開
始
前
に
皆
様
に
放
送

で
お
知
ら
せ
し
た
後
、実
施
し
ま
す
。

サイレン・スピーカー試験要領
【期　　間】　　２月５日～２月 23日までの 14日間
　　　　　　　（土・日・祝日は行いません）
【時　　間】　　午前９時～午後５時
【試験範囲】　　 鹿野川ダムから長浜大橋付近まで

の肱川周辺
【試験方法】　　下記の順序で行います。
 

 　　　　　　　　←　　数回繰り返します。　→

【問い合わせ先】　国土交通省四国地方整備局
　　　　　　　　山鳥坂ダム工事事務所事業計画課
　　　　　　　　（大洲市肱川町予子林 6-4）
　　　　　　　　☎ 34-3000

鹿
野
川
ダ
ム

鹿
野
川
ダ
ム

サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
吹
鳴
試
験
の
お
知
ら
せ

サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
吹
鳴
試
験
の
お
知
ら
せ

と
、
警
察
や
消
防
か
ら
返
信
の
メ
ー

ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
。
返
信
が
な
い
場
合
は
、
ア
ド
レ

ス
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
確
認
の

上
、も
う
一
度
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

事
前
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

事
前
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

い
ざ
と
い
う
時
に
は
、
皆
さ
ん
慌

て
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
の
登
録

な
ど
万
が
一
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

緊
急
通
報
の
利
用
方
法
及
び
緊
急
を

緊
急
通
報
の
利
用
方
法
及
び
緊
急
を

要
し
な
い
相
談
や
問
い
合
わ
せ
先

要
し
な
い
相
談
や
問
い
合
わ
せ
先

　

緊
急
通
報
の
番
号
等
は
、
一
刻
を

争
う
緊
急
事
態
が
あ
っ
た
場
合
に
す

ば
や
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
緊
急
事
態
の
場
合
に
だ
け
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
緊
急
を
要
し
な
い
相

談
や
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
下

記
連
絡
先
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
（
兼
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
㉕
１
１
１
１

大
洲
消
防
署
通
信
指
令
係

☎
㉔
０
１
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉔
４
５
８
３

説
明
放
送

放
送
試
験

擬
似
音

サ
イ
レ
ン

終
了
放
送

通報のポイント
通報する時には、次の内容を参考にしてください。

警察の場合（内容）

・何があったのか（事件・事故）

・いつあったのか（時刻）

・ どこであったのか（近くの目印は）

・ 犯人は（犯人の人相、車種、逃走方向など）

・被害の状況、事故の様子

・あなたの住所・氏名・電話番号

※ メールの場合は、「何があったの？」、「いつ、どこで？」、
　「あなたの氏名？」を知らせましょう。

消防の場合（内容）

・何が（火事、交通事故、急病、事故の内容）

・ どこで（その場所の住所もしくは近くの目標物）

・ どんな様子（何が燃えている、けが人がいる、どこが痛い）

・ あなたの住所・氏名・電話番号（ファックス番号）
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市県民税の申告

申
告
書
の
受
付
期
間

　

２
月
２
月
1616
日
（
金
）
〜

日
（
金
）
〜

３
月
３
月
1515
日
（
木
）

日
（
木
）

（
土
・
日
曜
日
は
受
付
を
お
休
み
し
ま
す
）

（
土
・
日
曜
日
は
受
付
を
お
休
み
し
ま
す
）

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係　

☎
㉔
２
１
１
１

（
内
線
１
２
９
・
１
３
０
・
１
３
１
）

長
浜
支
所
総
務
課
税
務
係　

☎
52
１
１
１
１

肱
川
支
所
総
務
商
工
課
税
務
係

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所
総
務
商
工
課
税
務
係

☎
39
２
１
１
１

の
納
付
者
に
対
し
て
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤ 

生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料

控
除
の
あ
る
人
は
「
支
払
保
険
料

の
証
明
書
」

⑥ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
「
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
（
原
則

と
し
て
、
医
療
費
の
合
計
額
が

10
万
円
を
超
え
る
場
合
）」｢

高

額
療
養
費
、
保
険
金
等
で
補
て
ん

さ
れ
た
金
額
の
わ
か
る
も
の｣

な

ど
⑦ 

雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
「
損
失

額
の
明
細
書
」「
損
害
に
関
す
る

証
明
書
」
な
ど

    

申
告
書
に
つ
い
て

申
告
書
に
つ
い
て

　

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に

は
、
申
告
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て

い
ま
す
。自
主
申
告
を
さ
れ
る
人
は
、

申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
市
役
所
・
各
支
所
・

各
申
告
会
場
の
窓
口
に
も
２
月
上
旬

に
配
置
し
ま
す
。今
年
か
ら
は
肱
南
・

久
米
・
肱
北
・
平
の
各
公
民
館
に
も

配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

　

ま
た
、
新
た
に
申
告
が
必
要
と

な
っ
た
人
は
、
自
主
的
に
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

（
※
自
主
申
告
と
は
申
告
相
談
を
し

な
い
で
、
直
接
市
役
所
税
務
課
ま
た

は
各
支
所
へ
申
告
書
を
提
出
す
る
方

法
で
す
。
証
明
書
、
領
収
書
な
ど
を

必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

市
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
19

年
１
月
１
日
現
在
、
大
洲
市
に
住

所
の
あ
る
人
で
、
申
告
義
務
の
あ

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
必
ず

３
月
15
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
の

発
行
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
の

適
用
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

    

申
告
義
務
の
あ
る
人

申
告
義
務
の
あ
る
人

　

平
成
18
年
中
に
、給
与
・
営
業
等
・

農
業
・
不
動
産
な
ど
の
収
入
が
あ
っ

た
人

　

な
お
、
平
成
18
年
中
の
所
得
の

合
計
額
が
、
各
種
控
除
の
合
計
額

を
超
え
な
い
人
で
も
申
告
が
必
要

で
す
。

  
申
告
の
必
要
が
な
い
人

申
告
の
必
要
が
な
い
人

◆ 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務

署
に
提
出
す
る
人

◆ 

事
業
所
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、

所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
他
に

所
得
が
な
い
人

※ 

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
や

平
成
18
年
中
に
退
職
し
た
人
で
、

年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
人
は
、

申
告
が
必
要
で
す
。

    

申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

② 

所
得
の
算
出
に
必
要
な
収
支
内

訳
書
・
明
細
書
・
領
収
書
な
ど

※ 

昨
年
度
よ
り
農
業
の
経
費
標
準

（
経
費
の
め
や
す
）
が
廃
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
農
業
収
入
の
あ
る

人
は
必
ず
収
入
と
経
費
を
把
握

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③ 

給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は

「
源
泉
徴
収
票
」

④ 

社
会
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は

「
国
民
健
康
保
険
税
、国
民
年
金
、

介
護
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
」

※ 

昨
年
と
同
様
に
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
額
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
の
納
付
者
に
対
し
て
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑤ 

生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険

料
控
除
の
あ
る
人
は
「
支
払
保

険
料
の
証
明
書
」

⑥ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は「
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
（
原

則
と
し
て
、
医
療
費
の
合
計
額

が
10
万
円
を
超
え
る
場
合
）」｢

高
額
療
養
費
、
保
険
金
等
で
補

て
ん
さ
れ
た
金
額
の
わ
か
る
も

の｣

な
ど

⑦ 

雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
「
損

失
額
の
明
細
書
」「
損
害
に
関
す

る
証
明
書
」
な
ど

    
申
告
書
に
つ
い
て

申
告
書
に
つ
い
て

　

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に

は
、
申
告
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
自
主
申
告
を
さ
れ
る

人
は
、
申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
市
役
所
・

各
支
所
・
各
申
告
会
場
の
窓
口
に

も
２
月
上
旬
に
配
置
し
ま
す
。
今

年
か
ら
は
肱
南
・
久
米
・
肱
北
・

平
の
各
公
民
館
に
も
配
置
し
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。）

　

ま
た
、
新
た
に
申
告
が
必
要
と

な
っ
た
人
は
、
自
主
的
に
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
自
主
申
告
と
は
申
告
相
談
を

し
な
い
で
、
直
接
市
役
所
税
務
課

ま
た
は
各
支
所
へ
申
告
書
を
提
出

す
る
方
法
で
す
。
証
明
書
、
領
収

書
な
ど
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。）

    

申
告
相
談
に
つ
い
て

申
告
相
談
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
左
記
の
日
程
で
市
役

所
や
各
支
所
な
ど
を
会
場
に
市
県

民
税
の
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

申
告
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と

や
、
ご
相
談
の
あ
る
人
は
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

営
業
等
・
農
業
・
不
動
産
な
ど

の
収
入
が
あ
る
人
は
、
収
入
と
経

費
が
確
認
で
き
る
も
の
を
必
ず
種

類
ご
と
に
仕
分
け
し
て
、
合
計
額

を
計
算
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
の
時
間
短
縮
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る
人

は
、
税
務
署
で
申
告
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
住
ま
い
の
旧
市
町
村

管
内
以
外
で
申
告
さ
れ
る
場
合
、

資
料
確
認
等
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告

市
県
民
税
の
申
告

平成１９年度から

市 税 の 納 付 書
を一括してお送りします。

平成 19 年度からの市税の納付書は、
納税通知書といっしょに１年分を一
括してお送りします。納期限（納付
月）については、これまでどおり変
更ありません。
なお、口座振替をご利用の方は、納
税通知書のみをお送りします。
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